
 

学校番号 １２０３ 

平成３１年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 2年次 

使用教科書 「美術Ⅱ」 （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考える「デザイン」、感じ取った

こと・目的や機能から考える「鑑賞」の分野について学習します。 

・一人ひとり、思いや見方、感じ方が違います。表現形式の特性や形体・色彩などについて着目

して、自分なりの感じ方や見方、表現を深めていきましょう。違った見方を「鑑賞」で共有す

ると、また更に広がったり深まったりします。 

２ 学習の到達目標 

美術Ⅰで学んだ基礎を土台に、身の回りにあるものと美術との関連を意識した制作活動を行い、

個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、生涯にわたって美術を愛好する心を育てる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

「喜
怒
哀
楽
」の
表
現 

【デザイン】 

「喜怒哀楽」について

のイメージを考える。 

 

・下書き 

 文字のデザイン、色彩 

を考える。 

 

・制作 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:、テーマを基に自己の内面を見つめ

て表現することに関心持ち、表現活

動に主体的に取り組もうとしてい

る。 

b:テーマを基に感性や想像力を働か

せ、自己の内面を見つめて感じ取っ

たことや考えたことから主題を生

成して、形体、色彩、構成などを工

夫して創造的な表現の構成を練っ

ている。 

c:アクリル絵の具の特性を理解し、

様々技法に挑戦又は活用し、主題に

適した表現をしている。 

 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

 

作品 

「目
」の
コ
ラ
ー
ジ
ュ 

【デザイン】 

・目のデッサン 

・色彩構成、コラージュ  

  画用紙にアクリル絵の

具で着色する。 

四季それぞれのイメー

ジに合うように明度・

彩度・配色・構成等を

工夫し表現する。 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:自己の内面、感情を表現することに

関心を持ち、形や色彩などの働きを

考えながら構想を練ったり、表現し

たりしようとしている。 

b:自己の内面や感情を表現するため

に、形や色彩などの働きを考えて表

現の構想を練っている。 

c:デッサンの特性を生かし、また色紙

の形や色の表現方法を工夫して、条

件や計画を基に表現している。 

 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 



動
物
オ
ブ
ジ
ェ 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・動物、動物のオブジェ

の鑑賞 

・アイデアスケッチ 

資料を参考に動物の

正面、背面、左右、上

を描く。 

・制作 

 針金と紙で骨組みを作

る。それに粘土で動物

を形成する。仕上げに

銅箔シールを貼り付け

る。 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a:動物の形や動きを観察し、動物なら

ではの美しさや面白さを発見また

は考えて表現することに関心を持

ち、表現や鑑賞の活動に主体的に取

り組もうとしている。 

b:表現したい動物の動き、美しさなど

から主題を生成し、オブジェの特性

を考えて表現の構想を練っている。 

c:粘土の特性を生かし、銅箔シールの

効果を理解し表現方法を工夫して

いる。 

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、動物の表現や

ポーズについて感心を深めている。 

ワークシート 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

後
期 

２
学
期 

人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・クロッキー 

 

・相互鑑賞 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:人物らしさを表現することに関心

を持ち、表現や鑑賞の活動に主体的

に取り組もうとしている。 

c:クロッキーの目的を理解し、鉛筆の

特性を生かして表現している。   

d:作者の意図や表現の工夫、よさや美

しさなどを感じ取り、クロッキー、

人体について理解を深めている。 

制作の様子 

 

作品 

 

鑑賞活動の

様子や発言 

 

動
物
を
色
彩
構
成 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・アイデアスケッチ 

・制作 

  アイデアスケッチを基

に色面構成し、アクリ

ル絵の具で着彩。 

 

・相互鑑賞 

  

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:モチーフの特徴を表現することに

関心を持ち、表現や鑑賞の活動に主

体的に取り組もうとしている。 

b:表現形式の特性を生かし、形体、色

彩などを工夫して表現の構想を練

っている。 

c:粘土やアクリル絵の具、用具の特性

を生かし、表現方法を工夫して表現

している。 

d:よさや美しさ、表現の工夫などを感

じ取り、作品について理解を深めて

いる。 

デッサン 

 

制作の様子 

 

制作途中の

作品 

 

鑑賞ワーク

シート 

 

作品 



銅
版
レ
リ
ー
フ 

 

【デザイン】 

・アイデアスケッチを作成

する。 

 

・制作 

銅版に釘で形を作ってい

く。いぶし液または仕

上げ液を使用し完成 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:二年間で学んだ、動物や自然、レタ

リングを参考にして、表現に主体的

に取り組もうとしている。 

b:自分の得意、好きだというものを発

見し銅版に美しく表現するために

構成を練っている。 

c:銅版やいぶし液の特性を理解し、効

果的な表現方法を工夫して表現し

ている。 

制作の様子 

 

アイデアス

ケッチ 

 

制作途中の

作品 

 

作品 

 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 


